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　町議会議員選挙は４月18日に告示され、４月23日の議会議員の選挙において 12名の議員が決定し
ました。５月８日に臨時会を開き、議長、副議長を選挙で選出したほか、常任委員や監査委員など
も決定いたしました。
　４年間の任期中、町民の付託にこたえる議会活動ができるよう、議員一同決意を新たにしています。

新議会スタート‼ 議会人の決意
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「
町
民
一
人
ひ
と
り
の
声
を
町
政
に
」
を
目

標
に
議
員
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
三
期
目
も
引
き
続
き
、
町
民
主
体
、
住
ん
で

良
か
っ
た
と
思
う
町
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

産業民生常任委員会(6人）
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民
の
皆
さ
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笑
顔
あ
ふ
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る
町
を
目
標

に
、
福
祉
、
教
育
、
農
業
、
環
境
等
、
町
行
政

の
諸
問
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に
議
員
と
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自
覚
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持
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取
り
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す
。
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産
業
の
更
な
る
発
展
、
子
育
て
事
業
の
充
実

等
の
実
現
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。
ま
た
、

議
会
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委
員
会
委
員
長
と
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会
改
革

の
推
進
の
た
め
全
力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
度
、
５
月
８
日
の
議
会
臨

時
会
に
お
い
て
、
議
長
に
選
出
さ

れ
身
に
余
る
光
栄
と
と
も
に
、
そ

の
職
責
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
ま

す
。
今
、
六
戸
町
が
直
面
し
て
い
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待
っ
た
な
し
の
課
題
は
、
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和

７
年
４
月
開
校
の
六
戸
学
園
の
建

設
、
少
子
高
齢
化
対
策
、
農
業
振

興
対
策
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
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山
積

し
て
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ま
す
。
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私
は
こ
れ
ら
の
課
題
に
対
し
、

町
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の
皆
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意
見
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を
傾

け
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行
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と
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な
っ
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取
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組
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先
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と
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運
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に
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い
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。

山
や ま

本
も と

　実
みのる

委 員 長

　
「
教
育
は
福
祉
」
の
観
点
か
ら
、
令
和
7
年

に
新
た
な
六
戸
学
園
が
ス
タ
ー
ト
す
る
に
あ
た

り
、
県
内
一
素
晴
ら
し
い
学
校
と
い
わ
れ
る
、

誇
れ
る
学
校
に
な
る
よ
う
、
全
力
で
取
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4
年
間
で
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ど
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達
が
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望
を
持
て
る
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づ

く
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、
教
育
環
境
整
備
に
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を
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て
行
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と
思
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。
ま
た
、
高
齢
者
の
方
々
の
居

場
所
づ
く
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に
も
力
を
入
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、
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で
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か
っ
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六
戸
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を
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有
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と
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。
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今
後
は
下
田
議
長
の
方
針
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も

と
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
の
検
討
と

公
平
公
正
な
議
会
運
営
に
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、

特
に
六
戸
学
園
の
開
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に
向
け
た

周
辺
の
環
境
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備
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町
施
設
と
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っ
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。
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さ
い
。

常任委員会
　常任委員会は、総務常任委員会と産業民生常任委員会
の２つあります。
　六戸町における事務に関する調査や議案などを担当委
員会で専門的に審査しています。

議会運営委員会
　常任委員会とは別に、議会運営を円滑に、効率的に運
営するため、本会議での議事の運営方法や議案等の取扱
いについて協議し意見調整を図る場として設置されてい
ます。

今回は、六戸町の地域に祀られる神々を一部紹介いたします（六戸町史より）
今熊保食（うけもち）神社…祭神は保食神（日本神話で五穀を司る神。食物の神）　六戸町最古の神社といわれ、
七戸南部33番霊所の第31番札所　折茂護摩堂は末社

六戸地域の神々
トピックス

舘野熊野神社（祭神は日本で最初の夫婦神として「古事記」に登場するイザナギ・イザナミ）
六戸秋祭りで神輿渡御の犬落瀬熊野神社本宮が明治新政府の神仏分離令により廃社し、明治
20年に複社の願いで舘野に鎮座　

六戸地域の神々
トピックス


